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自主財源
（41.6％）依存財源

（58.4％）

みなさんからの税金
13億7,798万円
　（19.3％）

町税

繰入金
他の会計から
12億712万円
（16.9％）

使用料・手数料
1億3,147万円（1.8％）

分担金・負担金
1億1,068万円（1.6％）

財産収入ほか
332万円（0.0％）

繰越金
6,210万円
（0.9％）

諸収入
7,482万円
（1.1％）

地方交付税
国から配分され
町が自由に使えるお金
22億0,000万円
（30.9％）

町債
借りるお金
7億4,510万円
（10.5％）

国庫支出金
国の補助など
5億8,471万円
（8.2％）

県支出金
4億1,828万円
（5.9％）

地方消費税交付金
1億521万円
（1.5％）

地方譲与税
6,497万円（0.9％）
その他
　　4,262万円（0.5％）

衛生費
保健･予防･ゴミ処理など
6億7,214万円（9.4％）
【4万2,009円】

総務費
役場全体の管理
や運営費
9億962万円
（12.8％）
【5万6,852円】

公債費
借金の返済
9億7,925万円
（13.7％）

【6万1,203円】

土木費
道路や河川の
新設維持費
10億917万円（14.2％）
【6万3,074円】

民生費
お年寄りや児童福祉
保育所の運営など
21億563万円（29.6％）
【13万1,602円】　

その他
4億7,572万円（6.6％）
【2万9,733円】

消防費
消防･防災の費用
3億596万円（4.3％）
【1万9,123円】

教育費
学校･社会教育の費用
6億7,091万円（9.4％）
【4万1,932円】

　
平
成
23
年
3
月
定
例
会
が
、
3

月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
平
成
23
年
度
予
算
を
中

心
に
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算

な
ど
、
提
出
さ
れ
た
42
の
議
案
を

慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（使いみち）



朝市開催予定の河岸跡

エアコンが設置される
各保育所
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総務常任委員会
・富士川町総合計画＝平成23年9月予定

・議員年金廃止＝23年6月1日

・町営バス一律200円=23年7月

（中学生までと65歳以上は無料）

産業建設常任委員会
・河岸跡朝市（仮称）開催=23年7月予定

（直売所を月2回、午前9時から正午まで）

・観光交流センター（道の駅）詳細設計業務＝

　検討委員会を開催し、意見・提案をいただき

　ながら詳細について協議する。

平成23年度特別会計予算

･国民健康保険

･老人保健

･後期高齢者医療

･介護保険

･介護サービス事業

･奨学金

･簡易水道事業

･下水道事業

17億2,244万円

549万円

3億3,315万円

15億6,096万円

1億0,392万円

72万円

1億2,530万円

11億3,881万円

･営農飲雑用水事業

･箱原農業集落排水事業

･鹿島財産区

･カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

･活性化事業

･峡南地区ことばの教室共同設置

･峡南地区充指導主事共同設置

639万円

1,563万円

5万円

56万円

2億0,095万円

108万円

88万円

教育厚生常任委員会
・エアコン設置＝各保育所に順次年度内に設置

・増穂小学校電気設備改修工事

・第4保育所大規模改修設計業務

・地域福祉計画作成業務

・地球温暖化対策実効計画策定業務

・教育振興計画策定支援業務
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問
　
23
年
度
は
基
金
を
12
億
円
く
ら

い
取
り
崩
す
が
、
国
保
や
老
人
保
健

な
ど
に
11
億
円
ぐ
ら
い
繰
り
出
す
こ

と
に
な
る
。
富
士
川
町
の
町
債
残
高

は
78
億
8
千
万
円
、
次
年
度
に
向
け
、

こ
の
財
政
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が
約
19
％
、

13
億
7
、
7
9
8
万
円
。
地
方
交
付

税
も
22
億
円
。
年
度
末
決
算
時
に
は
、

取
り
崩
し
た
金
額
を
で
き
る
だ
け
元

に
戻
す
努
力
を
し
て
い
る
。
町
債
は

22
年
度
で
70
億
円
の
残
額
が
見
込
ま

れ
る
。
償
還
金
額
と
借
入
金
額
で
は

償
還
金
が
多
い
。

基金をどう考えているのか？

問
　
町
債
、
繰
入
金
が
2

億
円
多
く
な
っ
た
。
当
初

予
算
で
は
町
債
も
7
億
円

を
超
え
る
。
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
か
。

答
　
10
年
先
の
も
の
を
毎

年
作
成
し
て
お
り
、
公
表

で
き
る
。

財政シミュレーションは？

問
　
補
助
金
は
前
年
度
50
万
円
が
2
0
0

万
円
に
な
っ
た
。
決
算
時
に
余
れ
ば
返
す

話
が
あ
っ
た
が
、
補
助
金
な
ら
実
行
委
員

会
の
会
計
に
入
る
。
町
に
は
戻
ら
な
い
の
か
。

答
　
補
助
金
に
は
奨
励
的
な
補
助
金
、
予

算
補
助
的
な
補
助
金
が
あ
り
、
こ
れ
は
事

業
を
執
行
す
る
た
め
の
財
源
措
置
の
た
め

の
補
助
金
で
あ
る
。
補
助
金
額
は
予
算
の

範
囲
内
で
交
付
決
定
し
、
事
業
が
確
定
し

た
あ
と
実
績
報
告
を
と
り
、
は
じ
め
て
額

の
確
定
を
す
る
。
余
り
が
出
れ
ば
返
還
す
る
。

最
終
的
な
精
算
は
事
業
が
終
わ
っ
た
あ
と
、

実
績
報
告
を
見
な
が
ら
2
0
0
万
円
の
範

囲
で
額
の
確
定
を
し
て
い
く
。

大法師さくら祭りを町
民の手で！

問
　
23
年
度
予
算
で
町
長

が
考
え
る
重
要
な
事
業
は

何
か
。

答
　
保
育
園
か
ら
中
学
校

ま
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
･

教
育
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
い
。

初
年
度
は
保
育
園
に
全
部

入
れ
る
。
小
中
学
校
も
今

年
度
以
降
、
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
の
整
備
を
す
る
。
今
回

の
一
番
大
き
な
事
業
だ
。

23年度予算の目玉は？

問
　
住
民
評
価
委
員
会
を
つ
く
っ
た
が
、

23
年
度
予
算
に
事
後
評
価
を
生
か
し
た
か
。

答
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
事
業
の
優

先
順
位
を
決
め
予
算
編
成
し
た
。
町
税
が

約
1
億
円
減
っ
て
お
り
、
繰
り
入
れ
を
12

億
7
0
0
万
円
計
上
、
こ
の
内
、
財
政
調

整
基
金
で
は
4
億
5
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
整
備
事
業
は
起
債
も
で
き
る
が
、

当
該
年
度
に
補
助
が
な
い
も
の
は
や
め
、

町
債
の
償
還
の
と
き
に
交
付
税
バ
ッ
ク
が

あ
る
有
利
な
起
債
を
取
捨
選
択
し
事
業
す
る
。

全
体
は
議
会
で
、
外
部
評
価
は
町
の
単
独

事
業
を
評
価
し
て
も
ら
う
。

事業評価は生かされているか
？
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総
務
･
教
育
厚
生
･
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、3
月
16
日（
水
）〜

17
日（
木
）に
委
員
会
を
開
催
し
、付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
な
ど
慎
重
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、そ
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

3月定例議会

■
一
般
会
計

問
　
峡
南
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
費
負
担
金
の
内

容
は
。

答
　
構
成
す
る
峡
南
各
町
か
ら
、

代
表
町
の
富
士
川
町
が
負
担
金
（
均

等
割
10
％
、
人
口
割
90
％
）
と

し
て
収
入
し
、
歳
出
予
算
1
、

6
1
4
万
円
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
支
出
す
る
仕
組
み
。

問
　
町
税
の
滞
納
繰
越
分
は
現

在
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
3
月
1
日
現
在
の
滞
納
繰

越
分
の
累
計
は
1
億
5
2
6
万

8
千
円
で
あ
る
。

問
　
軽
自
動
車
は
買
い
取
り
、普

通
車
は
リ
ー
ス
で
取
り
扱
う
の
か
。

答
　
軽
自
動
車
は
リ
ー
ス
総
経

費
よ
り
、
買
い
取
り
の
ほ
う
が

安
価
。
普
通
車
は
車
検
費
用
等

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
、
買

い
取
り
使
用
よ
り
安
価
で
リ
ー

ス
に
よ
る
導
入
が
有
利
。

問
　
ふ
れ
あ
い
1
1
0
番
の
看

板
更
新
、
旧
鰍
沢
町
へ
の
対
応
は
。

答
　
23
年
度
予
算
で
富
士
川
町

ふ
れ
あ
い
1
1
0
番
看
板
を
会

員
分
作
成
。
鰍
沢
地
区
は
、
設

置
に
向
け
た
状
況
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

問
　
総
合
計
画
作
成
の
必
要
経

費
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
23
年
9
月
議
会
に
提
案
す
る
。

印
刷
製
本
費
1
5
0
万
円
を
計
上
、

本
編
5
0
0
部
、
概
要
版
6
、

5
0
0
部
の
作
成
費
で
あ
る
。

問
　
23
年
度
に
事
務
事
業
外
部

評
価
を
行
う
の
か
。

答
　
22
年
度
同
様
、
町
単
独
事

業
を
中
心
に
実
施
す
る
。
経
費

は
行
政
改
革
推
進
費
の
中
の
報

償
費
・
講
師
謝
礼
に
外
部
評
価

委
員
の
5
人
分
を
計
上
。

問
　
広
報
費
が
1
5
0
万
円
減

額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
　
広
報
費
お
よ
び
暮
ら
し
の

カ
レ
ン
ダ
ー
印
刷
製
本
費
が

7
7
5
万
円
だ
っ
た
が
、
今
年

度
は
4
6
4
万
円
で
、
昨
年
と

比
べ
る
と
3
1
1
万
円
の
減
額
。

新
規
事
業
分
と
し
て
タ
ウ
ン
セ
ー

ル
ス
ブ
ッ
ク
作
成
費
1
9
0
万

円
を
計
上
し
た
が
、
予
算
全
体

を
見
る
と
約
1
5
0
万
円
の
減
。

問
　
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

1
5
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
自
治
組
織
お
よ
び
公
益
的

な
活
動
を
行
う
団
体
が
、
自
主

的
に
取
り
組
む
地
域
の
活
性
化

事
業
や
、町
の
振
興
に
つ
な
が
る
事

業
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
。

問
　
議
会
費
が
約
2
、
1
0
0

万
円
も
増
額
さ
れ
て
い
る
が
。

答
　
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
が
、

23
年
6
月
で
廃
止
と
な
る
。
そ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
年
金

受
給
者
の
負
担
を
町
が
行
う
こ

と
に
な
っ
た
た
め
。

もっと活用しようシルバーの力



一部借地になっている鰍沢小・中学校グラウンド
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■
一
般
会
計

〈
文
化
ホ
ー
ル
〉

問
　
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員

の
見
込
み
人
数
は
。

答
　
個
人
が
1
5
0
人
×
2
千
円
、

家
族
会
員
1
0
0
人
×
5
百
円

の
2
5
0
人
で
、
35
万
円
を
目

標
に
し
て
い
る
。

問
　
文
化
ホ
ー
ル
の
庭
園
を
活

用
し
た
事
業
が
好
評
だ
っ
た
が
、

23
年
度
も
事
業
を
す
る
か
。

答
　
参
加
者
自
身
が
作
っ
た
物

を
販
売
す
る
ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
共
催
で
、

昨
年
度
も
実
施
し
た
忍
者
遊
び

の
参
加
型
野
外
公
演
を
開
催
す

る
予
定
。

問
　
文
化
ホ
ー
ル
の
23
年
度
の

特
徴
は
。

答
　
次
世
代
育
成
、
参
加
創
造
、

文
化
普
及
、
庭
園
活
用
、
鑑
賞

が
事
業
の
柱
。
合
併
1
周
年
・

開
館
20
周
年
記
念
に
、
劇
団
四

季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
も
予
定
。

〈
教
育
費
〉

問
　
増
穂
小
消
耗
品
費
3
9
3

万
円
、
食
器
を
買
い
換
え
る
の

は
な
ぜ
か
。

答
　
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
の
塩

素
消
毒
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食

器
の
表
面
加
工
が
ざ
ら
ざ
ら
に

な
り
、
消
毒
に
耐
え
ら
れ
る
食

器
に
替
え
る
。

問
　
鰍
沢
小
の
土
地
借
地
料

4
9
9
万
3
千
円
は
ど
こ
に
支

払
う
の
か
。

答
　
6
、
1
3
2
㎡
を
借
り
て

い
る
経
王
寺
に
払
う
。
鰍
沢
中

で
は
1
、
7
5
6
㎡
を
借
り
て

い
る
蓮
華
寺
に
1
4
2
万
9
千

円
を
払
う
。

問
　
増
穂
中
の
町
単
講
師
賃
金
1
、

0
5
7
万
6
千
円
は
4
人
分
の

賃
金
だ
が
、
2
年
生
の
ク
ラ
ス

編
成
は
。

答
　
2
年
生
は
1
1
8
人
の
予

定
で
、
1
年
時
は
35
人
学
級
で

4
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
2
年
生
と

3
年
生
は
40
人
学
級
に
な
る
。

1
2
1
人
い
る
と
4
ク
ラ
ス
編

成
に
で
き
る
が
、
1
1
8
人
で

は
3
学
級
。
1
ク
ラ
ス
を
2
人

で
教
え
る
指
導
形
態
を
考
え
て

い
る
た
め
、
町
単
講
師
賃
金
も

含
ま
れ
る
。

問
　
教
育
費
の
委
託
料
3
2
5

万
円
の
教
育
振
興
計
画
策
定
支

援
業
務
は
ど
ん
な
計
画
か
。

答
　
教
育
行
政
の
現
状
を
把
握
し
、

将
来
的
な
方
向
性
や
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
･
事
業
の
計
画

を
立
て
る
た
め
策
定
。

問
　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
3
0
万
円
の
補
助
金
を
計

上
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
の

位
置
づ
け
は
。

答
　
21
年
11
月
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
身
近
な
場
と
し
て
設
立

さ
れ
た
ク
ラ
ブ
で
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
頂
点
と
し
た
地
域
住
民

が
運
営
主
体
。
会
費
な
ど
自
主

財
源
で
の
運
営
が
理
想
だ
が
、

軌
道
に
の
る
ま
で
町
と
し
て
補

助
を
す
る
。

〈
民
生
費
〉

問
　
高
齢
者
福
祉
費
の
委
託
料
1
、

6
7
8
万
7
千
円
の
内
訳
は
。

答
　
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
の

保
守
業
務
2
4
6
万
円
、
軽
度

生
活
支
援
事
業
は
1
7
4
万
円
。

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
運
営
に
30
万

3
千
円
、
生
き
が
い
活
動
通
所

支
援
事
業
に
1
、
2
1
9
万
4

千
円
な
ど
で
あ
る
。

〈
衛
生
費
〉

問
　
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
策
定
業
務
2
2
1
万
円
の
内

容
は
。

答
　
市
町
村
の
事
務
事
業
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
･

吸
収
作
用
の
保
全
強
化
の
た
め
「
地

方
公
共
団
体
実
行
計
画
」
策
定

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
23
年
度

は
実
行
計
画
の
区
域
施
策
編
を
、

地
域
住
民
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
作
り
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
　
レ
セ
プ
ト
審
査
支
払
手
数

料
3
8
1
万
6
千
円
は
何
件
分
か
。

答
　
国
保
団
体
連
合
会
に
1
件

53
円
の
7
万
2
千
件
分
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問
　
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
事

業
委
託
料
9
0
8
万
5
千
円
の

内
容
は
。

答
　
「
い
き
い
き
筋
力
教
室
」
講
師

派
遣
費
用
1
6
1
万
3
千
円
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
こ
と
ぶ
き

デ
イ
ル
ー
ム
4
2
4
万
1
千
円
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
2
6
3
万
1

千
円
な
ど
で
あ
る
。
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■
一
般
会
計

問
　
市
民
農
園
の
利
用
状
況
は
。

答
　
2
カ
所
51
区
画
の
内
、
10

区
画
が
空
い
て
る
。

問
　
新
規
生
産
物
実
証
事
業
委

託
料
4
6
5
万
6
千
円
の
内
容
は
。

答
　
農
協
に
委
託
し
2
人
雇
用
、

ホ
ン
モ
ロ
コ
、
酒
米
、
山
ユ
リ

の
生
産
実
証
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
有
害
鳥
獣
防
除
報
償
費

3
4
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
さ
る
40
匹
、
シ
カ
60
頭
、

イ
ノ
シ
シ
1
0
0
頭
の
駆
除
報

償
費
、
22
年
度
よ
り
40
万
円
増
額
。

問
　
鮮
魚
売
場
設
置
工
事
等

5
2
5
万
円
の
内
容
は
。

答
　
河
岸
跡
朝
市
の
た
め
の
プ

レ
ハ
ブ
･
倉
庫
設
置
費
な
ど
で

あ
る
。

問
　
農
業
ル
ネ
サ
ン
ス
総
合
支

援
事
業
1
0
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
河
岸
跡
朝
市
実
行
委
員
会

運
営
費
。

問
　
町
の
ま
つ
り
･
イ
ベ
ン
ト
は
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
　
さ
く
ら
祭
り
、
甲
州
富
士

川
ま
つ
り
を
旧
町
か
ら
の
2
大

ま
つ
り
と
し
、
地
域
や
商
工
会

等
に
お
願
い
す
る
。

問
　
道
路
、
水
路
工
事
の
場
所

は
ど
う
選
定
さ
れ
る
の
か
。

答
　
危
険
度
･
緊
急
性
を
考
慮

し
決
め
る
。

問
　
橋
梁
点
検
業
務
委
託
料
2
、

2
0
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
町
道
1
6
0
橋
の
内
、
15

ｍ
以
上
32
橋
、
以
下
40
橋
を
点

検
予
定
。

問
　
大
法
師
公
園
･
園
路
整
備

事
業
2
、
8
3
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
公
園
北
側
の
道
路
4
0
0

ｍ
を
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
に

改
修
。

問
　
土
壌
調
査
手
数
料
15
万
8

千
円
の
内
容
は
。

答
　
旧
鰍
沢
病
院
跡
地
の
土
壌

検
査
を
行
う
。

問
　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
道

の
駅
）
詳
細
設
計
業
務
等
4
、

2
5
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
内
容
は
こ
れ
か
ら
町
民
の

代
表
と
協
議
し
て
い
く
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

問
　
白
子
地
区
配
水
管
布
設
工

事
1
6
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
南
川
橋
へ
の
仮
設
配
管
を

復
旧
す
る
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

問
　
公
共
下
水
道
工
事
請
負
費

1
億
2
、
8
2
0
万
円
の
場
所
は
。

答
　
増
穂
商
業
高
校
西
側
付
近

で
最
勝
寺
15
号
線
が
主
な
路
線
。

　
米
7
号
線
、
利
根
川
公
園
2

号
線
な
ど
2
、
2
4
0
ｍ
を
予
定
。

■
営
農
飲
雑
用
水
事
業
特
別
会

計問
　
導
水
管
本
復
旧
工
事
3
0
0

万
円
の
内
容
は
。

答
　
水
源
か
ら
長
知
沢
地
区
へ

谷
を
越
え
給
水
す
る
た
め
の
ワ

イ
ヤ
ー
が
切
れ
、
修
復
す
る
工
事
。

■
箱
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計

問
　
非
常
用
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ

取
替
工
事
2
1
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
非
常
用
エ
ン
ジ
ン
が
故
障
し
、

修
理
が
で
き
な
い
。

■
塩
の
華
・
つ
く
た
べ
か
ん
特

別
会
計

問
　
21
年
度
決
算
で
職
員
人
件

費
が
経
営
の
重
荷
と
指
摘
し
た
が
、

23
年
度
予
算
は
改
善
さ
れ
た
か
。

答
　
23
年
度
も
同
様
の
体
制
で

臨
む
。

問
　
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

定
年
制
を
協
議
し
た
か
。

答
　
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
22
年
度
の
売
り
上
げ
が
減

少
し
て
い
る
と
思
う
が
。

答
　
原
因
を
分
析
し
て
い
る
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

問
　
本
町
地
区
か
ら
水
道
水
の

水
質
改
善
や
、
良
質
な
飲
料
水

の
確
保
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

旧
鰍
沢
地
区
へ
の
給
水
は
。

答
　
23
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
要
望
を
確
認
し
、
統
合
し
た

場
合
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
作
り
、
水
道
委
員
会
で
検

討
し
た
い
。
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同
　
意

意
見
書

補
正
予
算
質
疑

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
の

増
額
補
正
は

問
　
コ
ー
ト
の
張
替
え
を
始
め
た

と
こ
ろ
大
量
の
ガ
ラ
が
出
て
き
た

た
め
、
ガ
ラ
の
撤
去
、
コ
ー
ト
地

盤
の
強
化
の
た
め
、
1
、
2
2
0

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
追

加
工
事
規
模
か
ら
す
る
と
金
額
的

に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
前
回
入
札
時
の
予
定
価
格
と

入
札
価
格
の
差
額
が
あ
る
の
で
、

追
加
補
正
分
で
完
成
で
き
る
。

問
　
水
辺
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
3
、

0
5
0
万
円
の
執
行
に
当
た
っ
て
、

カ
ヌ
ー
発
着
場
な
ど
の
希
望
を
入

れ
た
計
画
変
更
は
可
能
か
。

答
　
い
ず
れ
は
利
用
も
考
え
る
が
、

当
初
の
計
画
通
り
進
め
る
予
定
で

あ
る
。

･
人
権
擁
護
委
員
（
再
任
）

 
佐
々
木
勝
利
氏
（
鰍
沢
）

･
教
育
委
員
会
委
員
（
再
任
）

 
中
込
　
文
江
氏
（
鰍
沢
）

　
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
国
に
対

し
復
旧
･
復
興
に
向
け
万
全
な

る
対
策
を
と
る
よ
う
強
く
要
望
し
、

議
会
と
し
て
国
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

繰
越
予
算
は

【
追
加
工
事
に
至
る
過
程
】

　
建
設
か
ら
23
年
を
経
過
し

そ
の
間
、
数
度
に
わ
た
り
陥

没
し
補
修
工
事
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
、
全
面
改
修
を
行
な

う
に
あ
た
り
、
地
盤
調
査
を

行
な
う
こ
と
を
当
局
に
指
摘

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
が
出
て
き

た
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
コ
ー

ト
整
備
が
で
き
な
い
と
の
説

明
に
つ
い
て
、
各
議
員
か
ら
「
い

ま
さ
ら
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
」

と
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
確
認
を
行
い
現
状
お
よ

び
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
議

論
し
追
加
予
算
を
承
認
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
本
会
議

で
教
育
長
か
ら
設
計
業
務
に

お
け
る
判
断
の
甘
さ
に
つ
い

て
謝
罪
が
あ
り
ま
し
た
。

平成22年度補正予算の概要

■一般会計

・障害者医療費等返還金（障がい者福祉費）

・広域入所委託料（保育所総務費）

・地籍図異動修正業務（地籍調査費）

・利根川公園テニスコート整備事業（社会体育施設費）

・保育用図書購入費（保育所総務費）

・ますほ児童センター改修費（児童館管理費）

・ごみ収集計画表外国翻訳業務（清掃総務費）

・町民会館図書購入事業費（公民館費）

・図書館用PCサーバー購入費（公民館費）

・町民会館図書館エアコン設置工事費（町民会館管理費）

328万円

398万円

346万円

1,220万円

80万円

1,281万円

100万円

380万円

25万円

160万円

か
じ
か
の
湯

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者

　
　
　
決
ま
る

・
団
体
名

　
社
会
福
祉
法
人

　
か
じ
か
の
会

・
契
約
期
間

　
平
成
25
年
か
ら
5
年
間
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条
　
例

　
平
成
23
年
2
月
18
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
･
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
･
名
誉
町
民
（
3
人
）
の
選
定
に
つ
い
て
審
議

し
、
全
会
一
致
で
可
決
･
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

･かじかの湯および鰍沢デイサービスセンター改修工事
8,402万9千円
･保育園図書購入費　200万円
･鰍沢小･中学校図書管理システム導入費　　　395万7千円
･西小学校図書室エアコン設置費　　　　　　　408万8千円
･南小学校図書室エアコン設置費　　　　　　　287万5千円
･鰍沢小学校教室床張り替え工事　　　　　　　479万5千円
･増穂中学校雨漏り改修工事　　　　　　　1,795万8千円
･東川付け替え工事の増　　　　　　　1億7,814万1千円

●補正予算のおもな内容●

8,402万円

200万円

395万円

408万円

287万円

479万円

1,795万円

1億7,814万円

・かじかの湯および鰍沢デイサービスセンター改修工事

・保育所図書購入費

・鰍沢小･中学校図書管理システム導入費

・西小学校校舎塗装工事

・南小学校図書室エアコン設置費

・鰍沢小学校教室床張り替え工事

・増穂中学校雨漏り改修工事

・東川付け替え工事の増

　
3
月
定
例
会
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定
案
1
件
、
改
正
案
7
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
、
町
民
の
エ
コ
意

識
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
ご

み
の
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
や
、

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
調
査

し
た
結
果
、
ご
み
収
集
袋
を

こ
れ
ま
で
の
1
枚
20
円
か
ら

14
円
に
値
下
げ
す
る
。

■
町
の
行
政
組
織
の
一
部
を

改
正
し
、
地
域
振
興
課
を
商

工
観
光
課
と
名
称
変
更
す
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
企
業
立
地
推

進
室
を
商
工
観
光
課
に
移
す
。

■
町
営
バ
ス
の
料
金
を
一
律

2
0
0
円
に
改
正
す
る
。
65

歳
以
上
、
中
学
生
以
下
は
無

料
と
す
る
。

 問
　
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
折
、

あ
え
て
こ
こ
で
下
げ
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

答
　
他
の
町
に
比
べ
て
高
い
と

い
う
町
民
の
声
も
あ
り
、
近
隣

の
市
町
村
な
ど
の
料
金
も
調
べ

た
結
果
、
14
円
に
設
定
し
た
。

問
　
こ
の
条
例
の
施
行
は
5
月

1
日
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
般

の
小
売
も
5
月
1
日
か
ら
と
考

え
て
よ
い
か
。

答
　
町
民
へ
の
周
知
を
図
る
た

め
に
5
月
1
日
と
し
た
。

問
　
在
庫
を
抱
え
て
い
る
店
に
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答
　
お
金
で
は
な
く
、
そ
の
分

を
物
で
精
算
す
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
た
ち
は
、

年
齢
に
関
係
な
く
3
0
0
円
で

あ
る
。
公
平
性
の
観
点
か
ら
ど

う
か
。
町
の
考
え
を
問
う
。

答
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
利
用

者
の
家
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
、

ま
た
送
っ
て
く
れ
る
と
い
う
違
っ

た
利
便
性
が
あ
る
。
町
営
バ
ス

は
町
が
運
営
し
て
い
る
が
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
は
町
内
の
民
間
タ

ク
シ
ー
会
社
に
委
託
し
て
い
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
整
合
性
を

考
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
鰍
沢
地
区
に
も
デ
マ
ン

ド
バ
ス
を
広
げ
た
り
、
料
金
体

系
の
見
直
し
も
し
て
い
き
た
い
。

問
　
企
業
立
地
と
い
う
の
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
企
画

課
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
す
べ
て
の
課
題
は
、
政
策

会
議
に
お
い
て
最
終
決
定
す
る

の
で
、
企
画
課
に
属
さ
な
く
て

も
問
題
な
い
。

値
下
が
り
す
る
ご
み
袋
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広域で支えている消防本部

◆峡南広域行政組合

15億7,299万8千円
2億4,114万4千円
2,081万7千円

一般会計予算
介護保険特別会計予算
峡南ふるさと市町村圏特別会計予算

平成23年度峡南広域行政組合負担金

市川三郷町
富士川町
早川町
身延町
南部町

3億1,820万6

3億4,177万4

7,334万1

3億2,397万3

2億1,980万7

12億7,710万1

2,247万3

2,130万3

1,238万8

1,937万6

1,794万2

9,348万2

1,004万9

877万6

646万3

995万5

1,254万1

4,778万4

78万7

78万0

12万4

101万0

45万3

315万4

一般分等
負担金

広域ネット
整備事業
負担金

緊急通報
システム
負担金

町村電算
システム
負担金

合　計

（単位：千円）

休憩室改修予定のふじかわ聖苑

◆三郡衛生組合

1,721万8千円
3億2,006万5千円
2億0,580万8千円

･一般会計予算
･し尿処理事業特別会計
･火葬事業特別会計

　3月30日、定例組合議会が開催され、予算案を全会一致で可決しました。なお、

組合運営における入札･随意契約のあり方について「改善すべき」との意見が多

数出され、今後の検討課題とすることを確認しました。

◆中巨摩地区広域事務組合

（単位：千円）平成23年度予算表（中巨摩地区広域事務組合）

※富士川町負担金は1億9,020万円で、前年度比1,899万円（9.1%）の減である。

　主な理由は組合の借金返済が大幅に減少したことによる。

・勤労青年センター事業の大幅な増額理由は、センター体育館耐震化工事のためである。

・老人福祉事業増額の主な理由は、温泉しゅんせつ工事費900万円の増による。

3,680万4

3,507万1

173万3

一般会計

4.9％

926万0

826万0

100万0

地区公園事業

12.1％

3,598万8

3,086万8

512万0

老人福祉事業

16.6％

1億0,447万5

5,802万5

4,645万0

勤労青年センター事業

80.1％

2億5,806万0

2億5,660万5

145万5

し尿処理事業

0.6％

20億7,171万9

22億0,947万7

△1億3,775万8

合計

△6,2%

16億2,713万2

18億2,064万8

△1億9,351万6

△10.6％

ごみ処理事業

本年度
前年度
比較
増減率

年度 会計

平成23年度三郡衛生組合負担金

市川三郷町
富士川町

南アルプス市
中央市
昭和町
合　計

268万4

302万9

734万1

150万4

108万8

1,564万8

一般会計
5,495万7

6,757万4

2億8,723万6

3,690万7

2,298万4

4億6,966万0

23年度合計
1,487万4

1,676万7

6,922万6

3,540万3

2,189万5

1億5,816万8

火葬場
3,739万8

4,777万6

2億1,066万9

0

0

2億9,584万4

し尿処理場
（単位：千円）



問
　
町
政
の
こ
の
1
年
の
総
括

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

町
長
　
町
民
の
一
体
感
の
醸
成

を
図
り
つ
つ
、
町
の
活
性
化
と

暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
る
た
め
、

全
力
で
町
政
運
営
に
当
た
っ
て

き
た
。

問
　
町
長
は
こ
の
1
年
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。
現
状

説
明
と
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長
　
国
・
県
に
直
接
出
向
き
、

事
業
促
進
を
お
願
い
し
て
い
る
。

「
地
域
主
権
改
革
」
が
不
透
明

な
部
分
も
あ
る
が
、
早
期
事
業

化
に
向
け
て
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

問
　
昨
年
1
年
間
、
県
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
の
か
、
そ
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
を
問
う
。

町
長
　
重
要
路
線
な
の
で
県
に

架
け
替
え
を
要
望
し
て
い
る
。

富
士
川
を
渡
る
橋
梁
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
上
流
か
ら
順
に
検

討
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

問
 
こ
の
1
年
間
、
ど
の
よ
う

な
検
討
が
さ
れ
た
か
問
う
。

企
画
課
長
　
地
元
と
検
討
協
議

会
を
設
置
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
企
業
等
を
現
在
募

集
し
て
い
る
。

問
　
地
元
の
要
望
に
対
し
て
の

見
通
し
は
。

企
画
課
長
　
企
業
か
ら
応
募
が

さ
れ
た
と
き
は
、
十
分
に
審
査

を
し
て
い
く
。
応
募
が
な
い
場

合
は
地
元
の
要
望
に
沿
っ
て
整

備
し
て
い
く
。

問
　
町
の
課
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
住
民
の
意
見
に
耳
を

傾
け
て
き
た
の
か
問
う
。

町
長
　
区
長
会
や
各
種
団
体
の

会
議
は
も
ち
ろ
ん
、
ひ
ざ
づ
め

談
義
な
ど
現
場
に
出
向
き
、
直

接
耳
を
傾
け
て
き
た
。

問
　
政
策
を
ど
う
立
案
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
問
う
。

町
長
　
各
担
当
で
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
対
応
策
を
検
討
し
、
関

係
課
長
に
よ
る
政
策
会
議
で
決

定
し
て
い
る
。

問
　
リ
ー
ダ
ー
や
若
い
職
員
の

レ
ベ
ル
で
指
導
が
必
要
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長
　
声
の
ト
ー
ン
を
下
げ
、

叱
責
を
含
め
て
育
成
指
導
す
る
。

問
　
政
策
決
定
・
問
題
解
決
に

議
会
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。

町
長
　
お
互
い
の
役
割
を
十
分

に
尊
重
す
る
中
で
、
時
間
を
か

け
議
論
を
尽
く
し
、
決
定
や
解

決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
町
長
室
を
2
階
か
ら
1
階

に
移
す
考
え
が
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
開
か
れ
た
町
長
室

と
し
て
、
現
状
通
り
と
し
た
い
。

合
併
1
年
の
総
括
は

町
の
活
性
化
め
ざ
し

全
力
で
取
り
組
ん
だ

国
の
合
同
庁
舎
の

実
現
は

旧
五
開
小
学
校
の

利
活
用
は

町
長
の
政
治
姿
勢
を

問
う

ま
ち
の
政
策
立
案
の

プ
ロ
セ
ス
は

議
会
と
の

か
か
わ
り
方
は

町
長
室
を
移
す

考
え
は

富
士
橋
の

早
期
架
け
替
え
は

小
林
 
進
議
員

11



耕作放棄地の整備を

中
山
間
地
域
の

空
き
家
対
策
は

12

問
　
県
内
各
地
で
枯
れ
草
火
災

が
発
生
し
て
い
る
。
本
町
で
は
「
雑

草
の
除
去
条
例
」
や
「
除
去
施

行
規
則
」
で
、
地
権
者
や
占
有

権
者
に
適
切
な
行
政
指
導
を
し
、

幸
い
火
災
発
生
を
み
て
い
な
い
が
、

町
内
の
一
部
に
不
適
切
な
状
況

が
散
見
さ
れ
る
。

　
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
確

保
の
た
め
、
消
防
法
や
生
活
安

全
条
例
に
沿
っ
た
行
政
指
導
の

現
状
を
問
う
。

総
務
課
長
　
こ
の
条
例
は
、
占

有
者
等
の
不
適
切
な
状
況
除
去

が
目
的
で
、
現
地
確
認
し
占
有

者
等
に
は
改
善
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

問
　
占
有
者
等
の
事
情
で
除
去

不
能
の
場
合
、
施
行
規
則
に
よ

る
費
用
弁
償
（
1
㎡
当
た
り

1
0
0
円
以
内
）
徴
収
の
実
情

を
問
う
。

農
林
振
興
課
長
　
行
政
対
応
に

よ
る
除
去
実
例
は
現
時
点
で
は

な
い
。

問
　
無
住
の
空
き
家
と
廃
屋
が

増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　
火
災
予
防
・
防
犯
・
生
活
環

境
面
か
ら
検
証
が
必
要
だ
。
実

態
把
握
の
現
状
は
。

総
務
課
長
　
実
態
把
握
は
し
て

い
な
い
。
防
火
・
防
犯
上
危
険

な
情
報
が
あ
れ
ば
現
地
調
査
し
、

占
有
者
等
に
必
要
な
行
政
指
導

を
行
う
。

総
務
課
長
　
地
域
活
性
に
努
力

す
る
。
空
き
家
の
利
活
用
が
で

き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問
　
制
定
し
た
町
民
憲
章
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

町
民
の
公
共
と
道
徳
心
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。
理
想
と
す

る
生
活
環
境
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
く
た
め
の
、
行
政
の
考
え

方
を
問
う
。

町
長
　
『
人
の
き
ず
な
と
ぬ
く
も

り
を
大
切
に
　
共
に
働
き
　
学

び
あ
い
　
互
い
を
認
め
　
助
け

合
う
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
を
つ

く
り
ま
す
』
こ
の
町
民
憲
章
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

役
場
前
に
憲
章
碑
を
建
立
し
た
。

 
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、

憲
章
の
精
神
を
生
か
し
た
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
坂
 
實
議
員

火災予防と生活環境は

安全・安心の
生活環境をつくる

富
士
川
町

町
民
憲
章
は

地
域
再
生
の

考
え
は



調査検討委員会の方向性は？

13

問
　
地
域
医
療
再
生
計
画
は
山

梨
県
が
主
導
す
べ
き
計
画
で
あ
る
。

峡
南
医
療
圏
の
再
生
計
画
で
は
、

市
川
三
郷
町
立
病
院
と
、
鰍
沢

病
院
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
る
。

　
県
は
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続

く
と
、
両
病
院
と
も
機
能
し
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
病
院
改
革
は
、
山
梨

県
主
導
で
取
り
組
む
課
題
だ
と

考
え
る
。

　
山
梨
大
学
医
学
部
と
連
携
し

な
が
ら
、
県
主
導
に
よ
る
病
院

再
編
を
促
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長
　
峡
南
北
部
地
域
の
医
療

再
生
計
画
は
、
主
に
医
師
確
保

と
救
急
医
療
の
充
実
を
目
的
に
、

医
療
機
関
の
共
同
経
営
化
や
連

携
に
主
眼
を
置
い
て
策
定
さ
れ

て
い
る
。

　
鰍
沢
病
院
と
市
川
三
郷
町
立

病
院
は
、
経
営
母
体
が
異
な
る

と
と
も
に
両
町
が
関
係
す
る
こ

と
か
ら
、
町
民
の
理
解
を
得
な

け
れ
ば
計
画
は
実
現
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
対
象
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域

医
療
体
制
調
査
検
討
委
員
会
を

設
置
し
た
。

　
県
に
任
せ
き
り
で
な
く
、
こ

の
地
域
に
あ
っ
た
医
療
体
制
を

作
り
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

主
体
は
県
だ
が
実
行
部
隊
は
両

町
で
あ
る
。

問
　
県
が
地
域
住
民
に
対
し
て
、

病
院
改
革
の
必
要
性
を
説
い
て
、

課
題
解
決
に
向
け
て
の
将
来
的

な
地
域
医
療
の
枠
組
み
は
こ
う

だ
と
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
町
の
垣
根
と
い
う
も
の
が
あ

る
の
も
事
実
で
、
こ
れ
を
超
え

る
た
め
に
も
、
県
に
は
さ
ら
に

力
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
今
、
県
の
福
祉
保
健
部
長
、

医
務
課
長
も
こ
ち
ら
に
足
を
運

び
な
が
ら
や
っ
て
お
り
、
山
梨

大
学
と
も
連
携
し
て
い
る
。
決

し
て
町
主
導
で
や
っ
て
い
る
わ

け
で
な
く
、
県
主
導
で
や
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

医
務
課
に
も
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

が
お
り
、
両
町
と
一
緒
に
な
り

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
必
要
な

場
面
に
な
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の

山
梨
の
医
療
と
い
う
こ
と
で
、

県
も
住
民
説
明
に
入
る
予
定
で

い
る
。

問
　
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
を
推
進
す
る
要
の
責
任

者
は
、
町
の
職
員
が
担
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
で
あ
る
、

主
任
介
護
保
険
支
援
専
門
員
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
職
員
の
派
遣
を

受
け
て
い
る
。
町
職
員
が
23
年

2
月
に
資
格
を
取
得
し
た
の
で
、

産
休
か
ら
復
職
す
る
24
年
4
月

か
ら
配
置
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

秋
山
　
貢
議
員

病院改革は県主導で
取り組むべき課題では

主体は県、
実行は富士川町と市川三郷町

町
職
員
を

配
置
で
き
る
か



掘
之
内
美
彦
議
員

問
　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

考
え
ら
れ
る
、
各
地
の
震
度
を

示
し
た
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
、

地
域
ご
と
の
建
物
被
害
の
危
険

性
を
示
し
た
危
険
度
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
地
震
災
害
へ
の
備
え

が
必
要
だ
。

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
地
震
防
災
マ
ッ
プ
の

早
期
作
成
配
布
が
必
要
だ
が
、

本
町
の
対
応
を
問
う
。

町
長
　
地
震
防
災
対
策
措
置
法

に
よ
り
努
力
義
務
で
あ
る
。
防

災
マ
ッ
プ
は
今
後
、
発
生
す
る

と
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
発
生

時
の
被
害
予
測
や
、
住
民
の
防

災
意
識
の
向
上
・
維
持
、
住
宅

の
耐
震
化
の
促
進
、
地
震
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
も
重
要

で
あ
る
の
で
、
今
後
、
作
成
を

考
え
て
い
く
。

問
　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

観
光
振
興
は
、
経
済
の
活
性
化

に
向
け
た
重
要
な
政
策
課
題
で

あ
る
。
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
、

観
光
産
業
の
育
成
が
必
要
だ
。

　
富
士
川
流
域
の
観
光
振
興
は

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
最

重
要
と
考
え
る
。
今
、
民
間
活

力
で
富
士
川
舟
下
り
が
計
画
さ

れ
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
整
備

さ
れ
た
水
辺
プ
ラ
ザ
な
ど
と
連

携
さ
せ
た
施
策
が
必
要
と
思
う
。

町
の
考
え
を
問
う
。

町
長
　
観
光
振
興
対
策
と
中
山

間
の
観
光
開
発
と
と
も
に
、
中

部
横
断
道
の
5
年
後
の
開
通
を

視
野
に
入
れ
、
日
本
3
大
急
流

の
富
士
川
の
名
を
全
国
に
発
信

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
来
年
か
ら
峡
南
高
校
の
Ｏ
Ｂ

の
方
た
ち
が
富
士
川
の
舟
下
り

の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
計
画
で
は
当
面
「
塩
の
華
」

か
ら
「
な
か
と
み
和
紙
の
里
」

ま
で
の
間
を
運
行
す
る
計
画
で
、

将
来
的
に
は
、
富
士
橋
か
ら
身

延
町
役
場
付
近
ま
で
の
運
行
を

考
え
て
い
る
。
本
町
も
こ
の
舟

下
り
を
富
士
川
観
光
の
1
つ
と

考
え
、
整
備
を
進
め
て
い
る
富

士
橋
水
辺
プ
ラ
ザ
を
舟
下
り
の

出
発
点
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
こ
の
舟
下
り
を
支
援

し
な
が
ら
、
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
と
と
も
に
、
各
施
設
を

連
携
さ
せ
た
観
光
振
興
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

地震防災マップの作成、配布は

今後作成していきたい

富
士
川
舟
下
り

本
町
の
観
光
振
興
は

各
施
設
を
連
携
し

振
興
に
つ
な
げ
る

14

よ
み
が
え
る
か
？

　
　
富
士
川
舟
下
り



月1回の定例教育委員会～激論を交わす

Ｆ
社
の

産
廃
問
題
は
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問
　
小
中
一
貫
教
育
の
議
論
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
望
ま

れ
る
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
の
考
え
は
。

教
育
委
員
長
　
新
し
い
教
育
基

本
法
に
基
づ
き
、
各
個
人
の
有

す
る
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
で

自
立
的
に
生
き
る
基
礎
を
養
い
、

国
家
お
よ
び
社
会
の
形
成
者
と

し
て
必
要
と
さ
れ
る
資
質
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
学
校
に
お
い
て
は
子
ど
も
た

ち
に
確
か
な
学
力
と
し
て
の
基

礎
的
な
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、

創
造
力
を
育
む
、
い
わ
ゆ
る
知

徳
体
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。
助

け
合
う
心
、
思
い
や
る
心
が
特

に
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
本
町
に
あ
る
3
つ
の
小
規

模
校
は
学
校
教
育
の
観
点
、
社

会
性
を
養
う
と
い
う
こ
と
か
ら

も
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
自
立
で
き
る
子
ど
も

を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
あ
る

程
度
の
人
数
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
児
童
が
い
る
中
で
、

社
会
性
や
集
団
と
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
育
む
こ
と
が
教
育
の
中
で

必
須
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、

大
規
模
校
に
な
じ
め
な
い
子
ど

も
た
ち
を
、
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
た
め
の
小
規
模
校
も
必
要

で
あ
る
。

問
　
自
主
的
自
発
的
な
強
い
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
は
、
統

廃
合
を
念
頭
に
一
貫
教
育
の
議

論
を
率
先
し
て
始
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長
　
そ
の
よ
う
な
議
論
を

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

問
　
地
域
医
療
体
制
調
査
検
討

委
員
会
は
1
月
中
旬
に
経
営
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い
た
の
に
、

2
月
中
旬
予
定
の
検
討
委
員
会

開
催
が
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

町
長
　
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
て

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
と
、

一
部
、
積
み
上
げ
数
字
の
基
礎

部
分
で
、
ほ
か
に
も
想
定
さ
れ

る
場
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
積

み
上
げ
数
字
の
修
正
が
あ
っ
た
。

問
　
産
廃
の
散
乱
現
場
の
現
状

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
民
生
活
課
長
　
一
部
に
つ
い

て
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

昨
年
12
月
8
日
、
県
林
務
環
境

部
と
業
者
･
町
の
指
導
を
行
い

来
春
に
植
林
す
る
と
回
答
を
得
た
。

問
　
平
成
19
年
以
降
2
度
、
指

導
し
て
い
る
が
、
ま
た
無
視
さ

れ
た
と
き
の
対
応
は
。

町
民
生
活
課
長
　
そ
の
時
は
事

業
の
停
止
、
認
可
の
取
り
消
し

を
行
う
。

斉
藤
欽
也
議
員

義務教育の理念･目的を
実践するための議論を

検討委員会設置も含め
議論する



問
　
今
回
、
質
問
予
定
の
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
が
死
亡
事
例
が
起

き
た
と
し
て
、
接
種
の
見
合
わ

せ
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
に
限
ら

ず
予
防
接
種
は
必
要
で
あ
る
。

　
今
後
の
予
防
接
種
の
助
成
に

対
す
る
町
の
基
本
的
な
考
え
を

伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
　
必
要
な
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

へ
の
予
防
接
種
内
容
の
周
知
や

副
反
応
、
体
調
変
化
に
対
す
る

対
処
な
ど
の
個
別
指
導
、
医
療

機
関
へ
の
依
頼
と
指
示
な
ど
、

接
種
に
あ
た
っ
て
の
準
備
に
万

全
を
期
し
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
諸
準
備
を

進
め
る
。

問
　
今
回
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

が
見
合
わ
せ
と
な
っ
た
が
、
予

防
接
種
の
実
施
に
対
す
る
町
の

基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
　
経
済
的
な

助
成
も
大
切
だ
が
、
予
防
接
種
は
、

子
ど
も
の
体
に
接
種
す
る
の
で
、

健
康
被
害
な
ど
が
起
き
な
い
よ

う
実
施
に
向
け
、
間
違
い
の
な

い
計
画
を
立
て
、
き
め
細
か
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
に
指
導
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
今
回
の
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ

ク
チ
ン
は
、
申
請
時
に
予
診
票

を
交
付
す
る
際
、
保
健
師
、
助

産
師
が
万
一
の
場
合
の
対
応
や

定
期
の
予
防
接
種
と
の
兼
ね
合

い
な
ど
を
説
明
す
る
中
で
、
接

種
に
対
す
る
理
解
・
判
断
を
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
　
志
村
町
長
は
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の
施

策
を
打
ち
出
し
、
実
施
し
て
き
た
。

合
併
し
て
富
士
川
町
と
な
っ
て

か
ら
も
、
子
育
て
支
援
課
を
設

置
す
る
な
ど
、
一
貫
し
て
そ
の

方
針
は
変
え
て
い
な
い
。

　
今
後
の
子
育
て
支
援
に
対
す

る
考
え
を
問
う
。

町
長
　
私
は
、
子
ど
も
は
社
会

全
体
で
産
み
育
て
る
も
の
と
い

う
考
え
の
も
と
に
、
子
育
て
支

援
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
町
は
国
・
県
な
ど
の
施
策
を

活
用
し
な
が
ら
、
時
に
は
本
町

独
自
の
町
の
実
情
に
合
っ
た
施

策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
す
ぐ
で
き
る
こ

と
と
、
す
ぐ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
将
来
に

向
け
し
っ
か
り
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
ひ

と
つ
の
課
題
と
必
要
性
を
し
っ

か
り
見
極
め
る
中
で
、
積
極
的

に
子
育
て
支
援
の
諸
施
策
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

子育て支援相談室でのアドバイス

こ
れ
か
ら
の
子
育
て

支
援
に
対
す
る
考
え
は

積
極
的
に
子
育
て
支
援

施
策
を
展
開
し
た
い

市
川
淳
子
議
員

ワクチン接種の助成に対する
基本的考えは

新たな公費負担制度は
早期に実施できるよう準備する

16



バイオマスボイラーの導入の可能性は（かじかの湯）

廃
棄
物
処
理
計
画
に

数
値
目
標
を

災
害
弱
者
へ
の
火
災

報
知
器
の
設
置
は

永
井
寛
子
議
員

かじかの湯へ
薪ボイラー導入の考えは

ボイラーは通常稼働して
いるのでその考えはない

17

問
　
広
大
な
森
林
を
有
す
る
本

町
で
は
、
豊
富
な
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
を
資
源
と
し
て
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
、
新
し
い
地
域
産
業

創
出
に
よ
る
里
山
再
生
、
循
環

型
社
会
の
構
築
な
ど
を
目
指
す

施
策
が
期
待
さ
れ
る
。

　
町
内
の
環
境
団
体
か
ら
「
か

じ
か
の
湯
」
へ
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
を
導
入
す
る
提
言
が

さ
れ
た
が
、
町
の
考
え
を
問
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
温
泉
ボ
イ
ラ
ー

は
通
常
に
稼
働
し
て
い
る
た
め
、

今
回
の
改
修
工
事
に
併
せ
て
導

入
す
る
考
え
は
な
い
。

問
　
今
回
提
案
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
は
、

灯
油
ボ
イ
ラ
ー
と
併
用
で
き
る

の
で
、
灯
油
が
高
騰
す
れ
ば
薪

に
切
り
替
え
ら
れ
る
。
年
間
の

経
費
も
安
く
な
る
な
ど
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

町
長
　
町
が
経
費
を
か
け
て
設

置
し
て
も
、
浮
い
た
利
益
は
指

定
管
理
者
が
も
っ
て
い
く
。
一

番
利
益
を
受
け
る
か
じ
か
の
会

で
設
置
し
た
ら
ど
う
か
、
と
返

答
し
た
。

問
　
Ｃ
Ｏ
2
の
排
出
量
取
引
の

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
。
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
転
換

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
2
削
減
の
国
内
ク

レ
ジ
ッ
ト
化
に
向
け
、
新
し
い

公
共
支
援
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、

調
査
・
研
究
す
べ
き
と
思
う
が
、

そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　
今
後
ボ
イ
ラ
ー
の
改
修

を
す
る
時
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問
　
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

策
定
に
は
、
数
値
目
標
や
目
標

へ
向
け
て
の
具
体
的
な
策
が
盛

り
込
ま
れ
る
の
か
。

町
長
　
県
が
27
年
度
ま
で
に
10

％
削
減
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　
本
町
の
計
画
は
そ
れ
以
上
の

数
値
目
標
を
考
え
て
い
る
。
資

源
循
環
型
社
会
構
築
の
た
め
に
、

環
境
教
育
や
ゴ
ミ
の
減
量
化
に

向
け
た
諸
施
策
を
示
す
。

問
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
火

災
報
知
器
の
普
及
率
は
山
梨
県

の
場
合
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
2
位

と
い
う
。
今
年
6
月
ま
で
に
す

べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町
で
は

期
限
ま
で
の
達
成
は
で
き
る
の
か
。

総
務
課
長
　
本
町
で
は
消
防
団

の
協
力
を
得
て
広
報
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
普
及
向
上
に

努
め
て
い
く
。

問
　
災
害
弱
者
へ
の
対
応
は
。

総
務
課
長
　
火
災
報
知
器
の
斡

旋
や
取
り
付
け
な
ど
、
町
の
電

設
安
全
協
力
会
と
協
議
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。



問
　
実
際
に
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
と
き
の
、
町
の
対
応
策

を
問
う
。

総
務
課
長
　
新
町
の
地
域
防
災

計
画
は
策
定
中
で
あ
る
。

　
災
害
発
生
時
は
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
収
集
、

住
民
へ
の
広
報
、
警
察
、
消
防

か
ら
の
情
報
収
集
、
消
防
団
の

出
動
要
請
、
被
害
者
に
対
す
る

避
難
場
所
の
開
設
、
救
護
、
救
援
、

物
資
の
調
達
、
食
料
の
確
保
な

ど
を
行
い
、
さ
ら
に
自
衛
隊
や

相
互
援
助
協
定
団
体
へ
の
派
遣
、

協
力
要
請
を
求
め
る
。

問
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
崩
壊
し

て
い
る
時
に
、
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
る
団
体
に
ど
の
よ
う
な

救
済
を
し
て
も
ら
う
の
か
。

総
務
課
長
　
町
田
市
、
町
内
の

電
設
安
全
協
力
会
、
建
築
協
議

会
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
町
田
市
は
食
料
、
生
活
必
需

品
な
ど
の
資
機
材
の
提
供
、
車

両
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

斡
旋
、
職
員
の
派
遣
。

　
建
築
協
議
会
は
町
の
建
物
お

よ
び
施
設
の
機
能
確
保
、
資
材

の
調
達
・
仮
設
住
宅
の
設
置
。

　
電
設
安
全
協
力
会
は
、
電
気

設
備
の
被
害
状
況
確
認
、
応
急

復
旧
な
ど
の
業
務
協
定
を
し
て

い
る
。

問
　
役
場
職
員
、
社
協
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
被
災
時
の
活

動
内
容
は
。

総
務
課
長
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
希
望
者
に
、
生
活
情

報
の
収
集
、
看
護
補
助
、
清
掃
、

炊
き
出
し
、
救
援
物
資
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
活
動
し
て
い
た

だ
く
。

問
　
災
害
に
強
い
町
と
は
、
被

災
し
て
3
日
間
の
行
動
が
で
き

る
町
で
あ
る
。

　
新
た
に
防
災
計
画
を
作
る
な
ら
、

実
際
に
使
え
町
民
に
も
分
か
り

や
す
い
独
自
の
、
被
災
し
て
3

日
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
望
む
と
同
時
に
、
各
地
区
に

備
蓄
倉
庫
設
置
を
望
む
。

町
長
　
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
大

変
重
要
だ
。
地
域
に
よ
っ
て
状

況
が
違
う
の
で
、
そ
の
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
地
域
防
災
計
画
と
併
せ
て

作
り
た
い
。

　
備
蓄
倉
庫
は
各
地
区
よ
り
も

町
で
備
え
、
重
点
的
に
物
資
が

送
り
込
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

災
害
時
の
食
料
に
つ
い
て
も
や
っ

て
い
き
た
い
。

東日本大震災の教訓を…

長
沢
け
ん
議
員

被災して3日間の
行動マニュアルの作成を

地域の実情にあった
行動マニュアルをつくる
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平飼い養鶏場

観
光
の

振
興
策
に
つ
い
て
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問
　
本
町
の
養
鶏
場
で
万
一
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

と
き
の
町
の
対
応
策
を
聞
き
た
い
。

答
　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
対

応
策
は
市
町
村
を
超
え
て
、
県

危
機
管
理
対
策
本
部
設
置
要
綱

に
よ
り
、
町
で
は
関
係
団
体
と

連
携
し
、
休
日
・
夜
間
で
も
連

絡
系
統
の
対
応
策
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。

問
　
本
町
の
養
鶏
場
の
戸
数
、

飼
鶏
羽
数
は
調
査
し
て
い
る
か
。

答
　
養
鶏
業
者
は
6
戸
あ
り
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
家
が
4
戸
、
鶏

卵
農
家
が
2
戸
で
あ
る
。
飼
鶏

羽
数
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
17
万
3

千
羽
、
鶏
卵
で
2
万
5
、

4
5
0
羽
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

問
　
養
鶏
場
で
は
予
防
策
と
し
て
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、
小

動
物
の
侵
入
策
や
消
毒
剤
も
十

分
備
蓄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
と
し
て
消
毒
剤
助
成
の
考
え

は
あ
る
か
。

答
　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
状
況
や
、
近
隣
市
町
の
対
応

状
況
も
考
慮
す
る
中
で
、
考
え

て
い
く
。

問
　
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と

し
て
観
光
ル
ー
ト
を
決
め
、
そ

の
ル
ー
ト
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
開
催
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
観
光
ル
ー
ト
を
使
用
し
て

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
全
国
規
模
で

開
催
す
る
こ
と
は
、
会
場
の
整

備
や
参
加
者
の
接
待
、
宿
泊
施

設
の
確
保
、
安
全
な
コ
ー
ス
の

設
定
、
さ
ら
に
は
ト
イ
レ
・
給

水
場
な
ど
、
大
会
運
営
上
、
多

く
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、

開
催
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

　
今
後
、
本
町
の
観
光
を
振
興

す
る
上
で
、
観
光
コ
ー
ス
を
利

用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
、
例
え
ば
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
と
か
で
対
応
で
き
る
も

の
を
今
後
検
討
す
る
。

問
　
町
民
の
何
人
か
を
観
光
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
、
本
町

の
観
光
地
づ
く
り
に
反
映
し
て
は
。

答
　
町
の
観
光
振
興
を
図
る
上
で
、

多
く
の
方
々
の
意
見
を
聞
く
こ

と
は
と
て
も
重
要
・
大
切
で
あ
る
。

そ
の
手
段
と
し
て
、
モ
ニ
タ
ー

委
嘱
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

活
用
し
た
方
法
が
あ
る
の
で
、

考
え
て
い
き
た
い
。

　
今
後
は
、
富
士
川
町
観
光
物

産
協
会
と
連
携
す
る
中
で
、
さ

ら
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
も
続
け
て
い
く
。

芦
澤
益
彦
議
員

高病原性鳥インフルエンザ
発生時の対応は

危機管理対策本部設置
要綱に基づき対応



20

■
発
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梨
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編
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会
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3
月
11
日
、
午
後
2

時
46
分
、
Ｍ
9
の
国
内

最
大
級
の
地
震
が
発
生

し
た
。
そ
の
後
、
長
野
、

新
潟
、
富
士
宮
で
Ｍ
6

と
余
震
が
続
い
た
。
津

波
の
被
害
は
大
戦
の
空

襲
よ
り
も
悲
惨
な
状
況

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
福
島
原
発
も

大
き
な
被
害
を
受
け
、
東
日
本
沈
没
と
さ
え

報
道
さ
れ
た
。
三
陸
沖
の
大
烈
震
が
プ
レ
ー

ト
に
刺
激
を
与
え
た
ら
し
い
。

　
全
国
で
買
い
だ
め
が
発
生
し
た
が
、
被
害

者
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
冷
静
な
判
断
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
（
神
田
　
智
）

澤登　昭文
（青柳町在住）

銅版画家 深沢幸雄
ふか ざわ ゆき お

　
深
沢
幸
雄
先
生
は
本
町
平
林

出
身
で
、
戦
後
日
本
を
代
表
す

る
銅
版
画
家
で
あ
り
私
た
ち
の

誇
り
で
す
。
　
　
　
　
　

　
本
町
は
先
生
よ
り
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
作
品
を
含
め
58
点

を
所
蔵
し
て
お
り
、
一
昨
年
は

旧
増
穂
町
文
化
会
館
で
百
十
余

点
に
及
ぶ
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
富
士
川
町
制
一
周

年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
初
代

名
誉
町
民
顕
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
先
生
は
東
京
美
術
学
校
（
現

東
京
藝
術
大
学
）
在
学
中
、
東

京
大
空
襲
で
右
ひ
ざ
を
負
傷
さ
れ
、

そ
の
後
、
油
絵
の
大
作
が
描
け

な
く
な
り
、
い
す
に
座
っ
て
の

制
作
活
動
と
し
て
独
学
で
銅
版

画
に
専
念
し
ま
し
た
。

　
自
作
の
製
版
道
具
を
駆
使
し
、

次
々
と
技
術
を
開
発
し
、
「
技

法
の
神
様
」
と
称
さ
れ
、
世
界

に
も
例
の
な
い
千
百
十
点
を
超

え
る
芸
術
性
の
高
い
銅
版
画
を

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
満
87
歳

に
な
ら
れ
た
現
在
も
、
泉
の
よ

う
に
湧
き
出
る
イ
メ
ー
ジ
に
促

さ
れ
、
制
作
活
動
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
深
沢
作
品
は
自
ら
の
人
生
の

変
遷
と
と
も
に
、
お
お
む
ね
五

期
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
各
期

2
5
0
〜
3
0
0
点
を
制
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
第
一
期
　
白
黒
に
よ
る
内
面

　
の
探
究

　
1
9
5
5
年
「
廃
墟
の
貌
」

は
記
念
す
べ
き
第
一
作
。
「
骨
疾
」

と
と
も
に
自
画
像
と
言
わ
れ
て

い
る
。

◆
第
二
期
　
メ
キ
シ
コ
文
明
の

　
光
と
影

　
1
9
6
3
年
、
メ
キ
シ
コ
政

府
の
依
頼
に
よ
り
銅
版
画
の
指

導
を
行
う
。
そ
の
後
も
数
回
メ

キ
シ
コ
を
訪
問
し
、
メ
キ
シ
コ

の
強
烈
な
太
陽
の
も
と
、
数
千

年
の
民
族
の
興
亡
の
歴
史
を
表

現
す
る
た
め
に
、
色
彩
銅
版
画

が
登
場
す
る
。

◆
第
三
期
　
新
大
陸
モ
ン
ゴ
ロ

　
イ
ド
の
叙
事
詩

　
イ
ン
デ
ィ
オ
の
遠
い
祖
先
で

あ
る
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
長
く
深

い
歴
史
の
中
に
、
人
間
の
根
源

を
見
つ
め
る
重
い
テ
ー
マ
を
銅

版
画
に
刻
み
込
ん
で
い
る
。
「
凍

れ
る
歩
廊
（
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
）
」

は
代
表
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◆
第
四
期
　
心
象
の
叙
情

　
人
間
の
優
し
さ
や
夢
、
淋
し

さ
や
哀
し
さ
等
、
日
本
人
の
持
っ

て
い
る
繊
細
な
心
を
叙
情
詩
の

よ
う
に
表
現
し
た
作
品
群
。
「
窓

ガ
ラ
ス
の
日
記
」
「
星
屑
劇
場
」

な
ど
、
美
し
く
透
明
感
の
あ
る

作
品
が
あ
る
。

◆
第
五
期
　
人
間
劇
場

　
人
間
の
様
々
な
生
き
ざ
ま
・

ド
ラ
マ
を
テ
ー
マ
に
、
今
日
も

制
作
を
続
け
て
い
る
。
「
ギ
タ

ラ
の
響
き
」
「
光
の
あ
た
っ
た
人
」

は
、
観
る
人
に
穏
や
か
で
詩
情

豊
か
な
夢
を
抱
か
せ
て
く
れ
る
。

　
さ
ら
に
「
余
技
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
陶
芸
・
墨
書
・
ガ
ラ
ス
絵
・

詩
と
パ
ス
テ
ル
画
は
、
芸
術
性

の
高
い
作
品
で
、
多
く
の
人
々

を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。

　
1
9
5
5
年
以
来
、
国
内
外

の
多
く
の
展
覧
会
に
出
品
し
受

賞
さ
れ
、
世
界
各
国
お
よ
び
国

内
の
主
要
美
術
館
に
多
数
の
作

品
が
収
蔵
さ
れ
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
業

績
に
よ
り
紫
綬
褒
章
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
メ
キ
シ
コ
か
ら
は
、

長
年
の
功
績
を
た
た
え
文
化
勲

章
（
ア
ギ
ラ
・
ア
ス
テ
カ
）
が

贈
呈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
深
沢
幸
雄
展
・
図
録
参
照
）

問題1. 平成23年度富士川町一般会計予算は概算で何億円ですか？

問題2. ごみの収集袋は1枚何円値下げになりますか？

問題3. 火災警報器設置の義務化は平成23年何月までですか？

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名

・年齢　・電話番号　・議会広報の感想

〒400-0592　富士川町天神中条1134

　　　　　　富士川町議会事務局　行

平成23年5月末日（当日消印有効）

商品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

前回の答え（1）42人（2）10人（3）8人
厳正なる抽選の結果、3名の方に賞品を発送しました。

凍れる歩廊（ベーリング海峡）1978年


